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変数名 N 項目数 最小値 最大値 平均値 標準偏差α 係数
精神的回復力 171 21 44 101 70.83 9.85 .83
　新奇性追求 170 ７ 15 35 25.02 4.06 .76
　感情調整 172 ９ 12 41 27.30 5.32 .73
　肯定的な未来志向 166 ５ ７ 25 18.44 3.61 .79
向社会的行動 168 20 26 97 53.24 14.59 .91
自信のなさ 174 ４ ４ 20 12.98 3.28 .76
感情調節 173 10 10 68 41.49 8.08 .86
　再評価 173 ６ ６ 42 25.65 5.49 .86
　抑制 173 ４ ４ 26 15.84 3.78 .69
表２　各変数の相関係数
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１．新奇性追求 – .33 **a） .45 **b） .75 **c） .33 **d） –.29 **e） .14 f） –.05 f） .07 f）
２．感情調整 – .29 **b） .79 **c） .01 d） –.33 **f） .23 **b） 　.17 *b） .24 **b）
３．肯定的な未来志向 – .72 **c） .15 g） –.30 **h） .07 e） –.06 e） .02 e）
４．精神的回復力 – .20 *h） –.41 **c） .20 **d） 　.05 d） .16 *d）
５．向社会的行動 – 　.08 i） .20 **j） 　.17 *j） .22 **j）
６．自信のなさ – .08 k） 　.32 **k） .21 **k）
７．再評価 – 　.51 **k） .92 **k）
８．抑制 – .81 **k）
９．感情調節 –
＊＊ p ＜.01, ＊：p ＜.05
a）：N＝167, b）：N＝169, c）：N＝166, d）：N＝165, e）：N＝171, f）：N＝170, g）：N＝167, h）：N＝172, i）：N＝168, j）：N＝167, k）：N＝173
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